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倍音

一対

です特にハカランダのギターはかなり強く感じられますので購入の際注意が必要ですが当店独自の調整によりある程度改善できます

④テンションも若干弱くなる事も確認されていますので指にかかる負担も軽減できます。

年間のランニングコストを下げる事も期待できます・・・再調整は無料です。
検査は電話で予約承ります、随時（0568-83-8188）

1ヶ月～3ヶ月弾き込んでから再び調整しますとよりその音質が安定、弦の寿命を延ばします（個人差あり）結果として

※1ネックが反りますと弦高調整が大掛かりになってしまいますがそれなりの理由があり不良ギターではありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　 ②弦の張りが強く指が疲れる為に弦高を下げた

　　　spoc 舞台音響公演実績 アドリアン・ガリアフラメンコ舞踊団名古屋公演     (現アントニオ・ガデス舞踊団)

一体になって聞こえる
基音　

 写真は1974年グラビーナ製、現在のパコモデルに近いギターです、 ヘットのくびれと糸蔵の小さい穴が魅力的ですね

コンデのギターを扱って４０数年大切なギター弾きやすくします

状態が優れていると思いますので改善の必要がありません。

フラメンコギターの特徴

音質改善　こんな症状ありませんか・・・改善できます
　　　①毎日のように響き方が変わる・・・温度や湿度が変わる為です

コンデ系のギターの特徴はまずネックの仕込み角度の違いですトップ板よりブリッチサドルの※1弦高が低くなっている事とテンションが強

⑤上手く聞こえます・・・お客様(観客）の言葉。

名匠ドミンゴ・エステソ ～グラビーナ / フェリッペ  /  アトーチャ　～　現代 （フェリッペ・コンデ／マリアーノ・コンデ）

伝統的フラメンコギター

基音と倍音がバラバラに聞こえる

③ライブ時においてはサウンドチェツクにかかる時間を短縮できますのでゲネプロに時間をかける事ができます。

店頭にて5分程度で音質の変化を確認する事ができます、もしお客様がその音色変化理解できない時はお客様持ち込みギター 

　倍音　一体感無くバラバラに聞こえる
ベストな状態

②ギターのコンデションが日々安定します。
   に生まれ変わります。

当工房独自の調整をする事によって下記のように音質改善できます（お客様の感想です）
①エコーにリバーブがかかったような音に変貌、結果スタジオ収録（ＣＤ）のように聞こえますので表現力豊かな説得力ある

flamenco   guitars
 ① 音質に 個性がある事　　   ②  音の余韻がよく見えること（立体感）　③  伴奏用ギターは弦長664㍉を推薦  

弦幅中心約43㍉～44ﾐﾘ

１フレットの弦高はクラシックギターより低
トッップ板よりサドルの高さがかなり低い設定

※1

※1



伝統的な音を継承しつつ現代のフラメンコギターについて構造に至るまでかなり踏み込んだお話をする事ができました又、店
ＦＰ14を弾いた時、まず音の大きさにびっくり壁から音が聞こえる感じです、やはり食文化の違いによる骨太の体格が音にあ

　　　　　

れる事実感しました。

フエリッペコンデ ファミリー  来店した時の模様２０１4年１０月３日

2010年～フェリッペ コンデ兄弟

マリアさん

フェリッペ・Ｊｒ

ＦＰ14-664を弾くフェリッペ

奥さんです



フラメンコギターの選び方 ボディー材：樹木から選ぶ・・・参考になれば幸いと思います

ローズウット　　<ローズウッドは、南米に自生するクスノキ科の樹木である原産地はインド>

　　写真６０年代①と現代の高級ローズウット材④と比較するととが色目が少し似ていますね、写真では判別できないですが現物を見ると

④現代の高級ローズ

　　又ハカランダ材と比較した場合、弦のテンションも一般的に弱く豊かな響きであまり指に負担がかかりません、特に６０年代までの

②７0年代のローズ

　　　資源減少が進んだ為に植物保護の観点から世界的にローズウッドの精油の生産、使用は中止する流れとなっています

　　音質　　弾きやすさを優先するならローズウット

①※の左側の木目と比較してください

下の写真は一例です

　　フラメンコギターでは一般的に黒といわれているギターです、音量もあり弾きやすくお勧めの材料であり価格以上な固体もあります

　　ローズ材は音の粒立ちとクリアーなサウンドは素晴らしくお勧めの一品、しかし瞬発力とここという一発が少し弱い点と一定の期間

　　経過するとやたら音が大きく音質に腰がなくなりやや不透明(スカスカの音）になる事もあります（木材疲労とも言う）この音を好む

　　分かると違い思います。※少し緑色かかった部分、木目ではなく色の違いです、このような材質のギターの音質は一品の価値あります。

　　人も多々います。

　　ハカランダ　　<ジャカランダ、ブラジリアンローズウッド　ブラジル原産のローズウッド>

①60年代のローズ ③８０年代ローズ

　　　主にソロやニューフラメンコ（創作系）等、多くの演奏家が好んで使用している
音質　

　フラメンコギターはトップ板に松材が使用されている場合が多くテンションもそれなり

購入の際の注意点

弾きやすいのは650ミリです

特にニス塗装のギターはテンションが弱いように感じられます。

　強くて弦長の判断を誤ると手放す羽目になる事もあり慎重に選んでください又相当な体

トップ板に杉材を使用した固体は若干テンションは弱いようです、現代のギターは材料の粘りが異なりこの限りでは無い。

一度は使ってみたい種のナンバー1

　●硬質な芯の強いサウンドで遠鳴りも特徴的でレスポンスの早さと音の深みを兼ね備えている

　　非常に優れた高級材です。

　●トップ板の組み合わせよって音質や弾きやすさが大きく変わります、フラメンコギター

　　にはドイツ松を使用する事が多いようです、スケール感のある重硬な音質は絶品です。

弦長６５０mm＆６６4mmどちらを選ぶか？ソロか伴奏用か？

　も必要かと思います、体力に自身のある方若い人是非体験してみて下さい。　
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２０１７年１月よりローズウッドに属する木材が全てワシントン条約の付属書IIに指定され、輸出入に規制がかか

1992年にワシントン条約で今後絶滅のおそれがあるとしてレッドリスト附属書Iに登録され輸出入するには経済産業省の許諾が必要と

Photo by ogawa

非常に重厚な材で粘りのある材質



●前者ハカランダと比較すると音質は若干異なるようです。

●ハカランダ同様に一般的にテンションは強いようです。

音質

　　マダガスカルローズウッド　　＜マダガスカルを中心とするアフリカ原産のローズウッド＞

　で遠鳴りも特徴的。

●ハカランダ材と比較すると若干ダイナミックレンジが低く感じます、しかしテンション

　ココボロ　サザン・アメリカン　＜メキシコやコスタリカ、コロンビアなどの中南米原産のローズウッド＞

音質　力強い低音と鋭い高音
●カリットした音質で切れも良い。

　シープレス　木目が緻密でありながら弾力がありフラメンコギターの側・裏板としては最上の材とされています。

　シカモア　 ヨーロッパ周辺が原産地。白色で素材としては柔らかめ ＜入門用＞カエデ科  広葉樹

●歯切れの良いサスティーンのある音色が特徴。

●硬くて明るい音色が魅力ですがやや深さに欠ける一面も好み次第。

　はないかと思います当店には４台ほど入荷していますがどれも音質は安定していました。

　国内にあまり入荷は無く当店でも特別注文のギターとなっています。

受注生産

　もあまり強くなく弾きやすいギターが多く体力的にはメリットあり魅力を感じる材料で

　　楓 メイプル　　　「トラ杢」や「バーズアイ」といった木目、アコギではトラ杢を使用することが多い。

●ハカランダにサウンド特性が最も近くハカランダ同様硬質な芯の強いサウンド

●過去の銘工の作品でクラシックギターも多く作られている。

音質
●硬質なサウンドで実音がとても聞き取りやすい印象。

●繊細な音質でスピード感あるメープル特有な甘いサウンド。

●過去にはクラシックギターにも使用されていた

音質
●スピード感とパンチある音でフラメンコギターの代表的な材料です。

●余韻が短く、音の分離が良い傾向があると言えるでしょうか。

音質
●余韻が短く、音の分離がややシープレスと比べると劣る。

引用画像
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銘工もクラシックギターやフラメンコギターを製作しています

音質がハカランダに近いことから最近はハカランダ材の代用として使用されるようになったハカランダとローズの中

非常に重厚な材で粘りのある材質で現在はハカランダの代わりに使われてい

る
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　①エコーにリバーブがかかったような音に変貌、結果スタジオ収録（ＣＤ）のように聞こえますので表現力豊かな説得力あ
　　音質に生まれ変わります。
　②ギターのコンデションが安定します、具体的には日々同じ音がします。
　③ライブ時においてはサウンドチェツクにかかる時間を短縮できますのでゲネプロに時間をかける事ができます。
　④テンションも若干弱くなる事も確認されていますので指にかかる負担も軽減できます・・・個人差あり

フラメンコ＆クラシックギターの場合改善費用税込み約￥25,000～　　ウクレレお見積もりします￥25,000～

●フラメンコギターの選び方・・・参考程度

　　指板:ハカランダブラジル原産

●適正弦高とは　本来の弦高調整は一律何ミリではありませんギターの個性によって決めてもいいかも知れません

　　指板:メイプル

　　指板:さくら
非常に重硬な材で粘りがある木質。

古い日本製のギターに多く使用されていたが現在は殆ど使用されていない、将来ローズや黒檀に変わる材料かも知れ

原産地はインド指板用の素材としても、一部の高級品（エボニーを使用）を除き広く使われている材です。

メリハリや伸びの点で優れています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　伝統的フラメンコギター(普段聴くフラメンコＣＤは弦長６６４ミリの方が多いかも？

　　　　　　弦長650mm　・・・　現在の標準的弦高で弾き易い（主にクラシックギター）

　　　　　　弦長658mm　・・・　セミオールドギターに多く採用されています。

　　　　 　  弦長664mm　・・・　フラメンコギター定番低音と音のスケール感が遥かに勝るが指にかかる負担は大。

別名を黒エボニー檀（こくたん）ともいう。指板材の最高のものとされる。黒色で非常に硬度が高いために音の立ちあがりが

 黒:ローズ・ハカランダ・・・どんなジャンルの音楽でも使用できます.
 通常白が標準と思いますが好みで選んでください・・・シープレス・シカモア・メープル

　　　　　　弦長640mm　・・・　指が短い人用＆高齢な方に（弦長が短くなると低音の量感は減少します）

●弦長　フラメンコ・クラシック問わず６５０mm仕様が多くなっています・・・海外演奏家の多くは６６４ミリを使用

フラメンコギター選びで一番重要な事は自分の手にあっているかどうかです

　指板材樹木の種類

音質改善とは？　　毎日音が変わってしまう　（全てのギター類に有効）

　⑥音質も安定する為弦の寿命を延ばします結果として年間のランニングコストを下げる事も期待できます。

最もオーソドックスな素材のひとつ。密度が高いために音の反射が良く側板・裏板用の材として人気があります。

　　指板:ローズ　　インド原産

　　指板:エボニー（黒檀）東南アジア原産

●サイド・バック板材樹木の種類

　　何れを選ぶ時も好きな演奏家が何を使用しているかを調べてみるのも良いですね

　⑤上手く聞こえます・・・お客様(観客）の言葉。

エレキギターの定番はメープル＆ローズですがクフラメンコギターでは現在殆ど使用されていません

当工房独自の調整をする事によって下記のように改善できます。（お客様のアンケート結果です）



以上1２箇所のお見積りいたしますが何所までするかはお客様の希望次第
⑫ネック反りの有無・・・無視するも可

➈ブリッチ浮きの有無サドル&整形の有無・・・必須

⑥トップ板クラックの点検・・・必須

⑩過去のクラック修理の有無著しく音質低下する事もありますので可能な限りブロックを取り外します・・・必須

⑦側板の点検クラックの点検・・・必須
➇裏板の点検クラックの点検・・・必須

⑪再塗装の有無(改善できません）

お見積り検査箇所

⑤指板の浮きの有無・・・必須

①ペグ周辺のクラックの有無・・・必須
②ネック・ヘット接合部の接着不良有無・・・必須
③ナット調整ないし交換・・・必須
④全フレットの整形と研磨有無・・・同じ形状に揃えます


	フラメンコギター

